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 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 

平成30年度計画 

◆病棟看護、部門システムの課題抽出、標準化活動の推進 
 ①部門システムの整理と標準化推進 

 ②患者安全施策等に関する取組 

 ③部門システムの普及・推進 

◆病棟看護業務の効率化、患者安全施策の推進 
 ①看護・関連マスタ、用語集などの事例収集、積極的活用 

 ②病棟に関連したシステム連携の整理・標準化 
 

◆物流業務の効率化、標準化の推進 
 ①「HIS向け医療材料マスタの提供ガイド」の普及推進 

 ②医療材料の流通における病院内ＩCＴの検討 
 

◆リハビリに関する医療介護連携の標準化推進 
   ①リハビリ計画書連携の電子化検討 

今年度の振り返り 
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 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 

各部門システムと電子カルテシステムとの連携を中心に、データやモノの連携・流れをまとめ、 
教育事業の教材に反映し入門コースで講義を行った。 

活動状況について（教育事業） 

教育資料より 
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 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 活動状況について（ﾘﾊﾋﾞﾘ計画書検討WG） 

◆2018年診療報酬の改定 
 
 ・医療保険と介護保険のリハビリテーションの連携を推進するため、様式を共有化 
 ・医療機関から介護保険のリハビリテーション事業所への情報提供や、簡略化した 
  様式を使用する場合の評価を新設 
 ・リハビリテーション計画提供料1（新設）                   275点 
  算定要件 介護保険のリハビリテーション事業所にリハビリテーション 
  実施計画書等を提供した場合 
 ・（医療・介護のリハビリ計画書の様式統一に伴う）電子化連携加算（新設）  5点 
  ※必要書類は「スライド8」 参照 

以上の動きにより医療サイドのリハビリ計画書を介護サイドに渡す必要が発生した。 
 
厚生労働省からの要請に対しJAHISとしてシステム側でスムーズに 
対応できるよう協力する方針で部門システム委員会の傘下にWGを設置。 
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2018年2月に新しいWGとして設置され活動を開始した。福祉システム委員会・介護システム委員
会と連携し厚生労働省老健局との打合せなどの活動を行った。 



 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 

リハビリ計画書データの流れ（①⇒②⇒③） 
  ①医療機関（連携データ伝送）  
  ②介護・リハビリ事業所（データ登録）    
  ③VISIT（通所・訪問リハビリテーション 
        質の評価データ収集事業）  
 ※VISITについては 「スライド7」 参照 

 
WG活動内容 
 VISITセンターは2017年４月より運用を開始。 
 2018年度WG活動 
  データ連携の基になるＣＳＶデータのフォーマットについて、 
  介護システム委員会と連携して検討およびテストを行った。 
 
 2019年度WG活動 
  正式フォーマットの運用施行予定。運用上の課題に対する 
  疑義照会などを行いより良いシステムへの対応を推進。 

① 

② 
③ 

活動状況について（ﾘﾊﾋﾞﾘ計画書検討WG） 
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データ連携イメージ 

2018年2月に新しいWGとして設置され活動を開始した。福祉システム委員会・介護システム委員
会と連携し厚生労働省老健局との打合せなどの活動を行った。 



 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 

厚生労働省ホームページ（通所リハビリテーションの報酬・基準についてhttps://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000.../0000184011.pdf） より 

活動状況について（ﾘﾊﾋﾞﾘ計画書検討WG） 
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https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000.../0000184011.pdf


 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 活動状況について（ﾘﾊﾋﾞﾘ計画書検討WG） 
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厚生労働省ホームページ（通所リハビリテーションの報酬・基準についてhttps://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000.../0000184011.pdf） より 

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000.../0000184011.pdf


 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 

◆パラマウントベッド社 「スマートベッド」TM  
 
◆サトーヘルスケア社「ＭＥＤＩＴＡＧ」® 
 

◆共同印刷社「ＦｕｌｌＳｃａｎＣｏｄｅ」 ® 
         「セラミックタグ」 
 
 
 

参加委員による勉強会の実施 

新しい試みとして委員会参加各社から自社で扱っているシステムなどの説明を勉強会として行っ
ている。各社は発表後のブレインストーミングを通じ医療情報システムや部門システムとして自
社が気づかなかった課題のヒントを得るなどの効果が出ている。 

活動状況について（勉強会） 
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 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 活動状況について（勉強会） 

勉強会資料より（パラマウントベッド様） 

勉強会資料より（サトーヘルスケア様） 
https://www.hosiden.co.jp/news/other/img/meditag2.pdf 
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https://www.paramount.co.jp/sbs/index.html 

当日、モニターでご確認ください。 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 

勉強会資料より（共同印刷様） 
http://www.kyodoprinting.co.jp/products/it-communication/system/fullscancode.html 

活動状況について（勉強会） 
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 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 活動状況について（対外活動） 

◆ＭＥＤＩＳ 
   「厚労省標準『看護実践用語標準マスター』普及 
   推進作業班」へのメンバー派遣  
 
◆ＧＳ1ヘルスケアジャパン推進協議会 
 「医療ソリューション研究部会」講師派遣 
 
◆医療製品識別とトレーサビリティ推進協議会 
  会議へのオブザーバー派遣 
 

部門システム委員会の対外活動 

対外活動を通じJAHISのプレゼンスを高める活動や技術文書の普及活動、医療機関現場におけ
るシステム動向などの情報収集などを行った。 
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 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 

事例として、厚労科研の病床機能班が作成した「回復期移行チェックリスト」とマスターの対応表を 
作成、システムでの実装要件を抽出した。２月２日のセミナーで活用事例として一部を公開。 
セミナーでは質疑対応と標準マスターの利用におけるベンダー視点でのアドバイスを担当した。 

MEDIS-DC「看護実践用語標準マスター普及推進作業班」に参加。マスターの普及活動へ協力。 

http://www.medis.or.jp/seminar/20190202/index.html より 

活動状況について（対外活動） 
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 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 

依頼資料から 

活動状況について（対外活動） 

GS1ﾍﾙｽｹｱｼﾞｬﾊﾟﾝ協議会 資料より（紹介ホームページ http://www.dsri.jp/gshealth/ ）  

ＧＳ1ヘルスケアジャパン協議会からＪＡＨＩＳ技術文書16-102「ＨＩＳ向け医療材料マスターの提供
ガイドＶｅｒ1.1」の解説依頼が有り講演した。 
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http://www.dsri.jp/gshealth/
http://www.dsri.jp/gshealth/


 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 活動状況について（対外活動） 

2018年9月21日 15：00～ 
 
 

主な当日の参加者 
・医師 
・医療機関 
・医療機器製造業者 
・医薬品販売業者 
・医療機器販売業者 
･SPD受託業者（院内物流請負）など 
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ＧＳ1ヘルスケアジャパン協議会からＪＡＨＩＳ技術文書16-102「ＨＩＳ向け医療材料マスターの提供
ガイドＶｅｒ1.1」の解説依頼が有り講演した。 



 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 活動状況について（対外活動） 

JAHIS 会誌63号表紙 

主催団体一般社団法人「日本医療機器産業連合会」のホームページに関係資料が掲載 
http://www.jfmda.gr.jp/wp-  content/uploads/2018/08/869bd41d8bc47b2e17508708c3a4e913.pdf 
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引き続き「医療製品識別とトレーサビリティ推進協議会」にオブザーバ参加。医療機関現
場でのシステム運用や患者安全のトレーサビリティに関する知見を得る事ができた。 
本年度63号会誌（52ページ）に部門システム委員会からとして概要報告を行った。 

本年実施会合 出席者名簿 

http://www.jfmda.gr.jp/wp-content/uploads/2018/08/869bd41d8bc47b2e17508708c3a4e913.pdf
http://www.jfmda.gr.jp/wp-content/uploads/2018/08/869bd41d8bc47b2e17508708c3a4e913.pdf
http://www.jfmda.gr.jp/wp-content/uploads/2018/08/869bd41d8bc47b2e17508708c3a4e913.pdf


 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

部門システム委員会 来年度の事業計画 

（1）部門システムに係る課題の洗い出しと解決、そのための標準化活動の推進 
  ①部門システムの連携を促進するための課題洗い出しと解決 
  ②教育事業などを通じ部門システム関連の知識の普及活動 
 
（2）病棟看護業務の効率化、関連システム連携の標準化模索 
  ①MEDIS-DC看護実践用語標準マスタ普及促進 
  ②病棟部門に関連したシステム連携の整理・標準化の模索 
 
（3）物流業務の効率化、標準化の推進 
  ①「HIS向け医療材料マスタの提供ガイド」の普及推進 
  ②「HIS向け医療材料マスタの提供ガイド」の改版に向けた情報収集と方針策定 
  ③医療用資材（医薬品・医療材料など）の院内物流のICT適用モデルの考察 
  ④院内物流の実態調査・現場情報のヒヤリングなどを通じ新たな標準化 
    課題の模索 
 
（4）リハビリなど医療側からの介護連携に関連する標準化模索 
  ①リハビリ計画書連携の電子化検討の推進 
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健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます 

 ⓒ JAHIS 2019 

ご清聴ありがとうございました 
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